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１．研究の背景と目的 

高等学校共通教科情報科（以下，情報科）は，

2028（平成 30）年の学習指導要領改訂により，

必履修科目「情報Ⅰ」と選択科目「情報Ⅱ」の

積み上げ型 2 科目体制になった．この学習指導要

領は 2022（令和 4）年度から学年進行実施され

ており，2023（令和 5）年度までに情報Ⅰ・Ⅱそ

れぞれの教科書が刊行されている．2023 年度に

使用される教科書としては，情報Ⅰのものが 13
種（ただし 2 種はブックインブック形式で不可分

のため，本稿では以降 12 種として扱う），情報

Ⅱのものが 3 種存在する(1)． 
情報科は端的に言えば情報活用能力を育成す

るための核となる教科であり，「情報」につい

て学ぶ教科であるといえる．一方で「情報」と

いう概念は曖昧なものであり，日常生活におい

て厳密な定義を意識することは少ないと考えら

れる．このような状況において，情報科におい

て適切に情報を扱うためには，最初に「情報」

を定義する必要があると考えられる． 
本研究では情報Ⅰ（12 種），情報Ⅱ（3 種）す

べての教科書において，「情報」の概念がどの

ように定義されているかを調査し整理すること

を目的とする．なお，本研究は筆者が過去に，

2013（平成 25）年度用教科書を用いて実施した

先行研究(2)を参考にしつつ，最新の教科書全種を

対象として網羅的に調査分析したものである． 
 
２．調査の概要 

本研究では，2023 年度に高等学校「情報Ⅰ」

ならびに「情報Ⅱ」で使用される教科書全種を

対象として，その中で「情報」という用語ない

しは概念がどのように定義されているか調査す

る．調査は次の手順で実施した． 
 
1. 索引に「情報」が見出し語として存在する場

合は，当該索引が参照しているページを参

照する． 
2. 索引に「情報」が見出し語として存在しない

場合は，教科書の冒頭から順に内容を確認

し，「情報」について最初に触れられてい

る箇所を確認する． 
3. 調査は本文を主たる対象とするが，図表の中

で定義に準ずる内容が扱われている場合は，

それも含めて調査対象とする． 
 
なお，本研究で扱う「定義」とは，言語によ

って「情報とは何か」について説明した記述を

指すものとし，「情報」の特性を記述したもの

や具体例の羅列（例示）については含めないも

のとする． 
 
３．調査の結果 

情報Ⅰ（12 種）と情報Ⅱ（3 種）の教科書にお

いて最初に索引を確認したところ，情報Ⅰの 11
種と情報Ⅱの 1 種において，「情報」が索引の見

出し語として立てられていた．ただし，情報Ⅰ

において索引に見出し語として存在しない 1 種に

ついても，本文中において「情報」の定義が存

在することが確認できた． 
次に，各教科書の「情報」に関する記述部分

を確認したところ，「情報」の定義は次の 3 種に

分類されることが明らかになった． 
 

・ 知らせ・様子：「情報」を「物事に関する知

らせ」や「事物や出来事の様子」と定義した

もの． 
・ 判断材料：「情報」を「人間が判断するため

の材料」と定義したもの． 
・ 整理・意味価値：「情報」を「データを整理

したもの」や「データに意味や価値を付加し

たもの」と定義したもの． 
 
各教科書が上記 3 種のいずれの定義を掲載して

いるかについては，表１の通りであった． 
「情報Ⅰ」については 12 種のうち，教科書番

号 707 と 711 を除く 10 種において「情報」の定

義が確認できた．なお，定義が確認できなかっ

た 2 種においては，データと情報の違いや情報の

特性といった具体的特徴に関する言及は見られ

たものの，「情報とは何か」ということに正対

した定義は見られなかった．「情報Ⅱ」につい

ては 3 種のうち，教科書番号 701 については巻末

の「索引・用語集」に「情報」の定義が確認さ

れたが本文での言及は見られず，702 と 703 につ

いては定義に類する記述は見られなかった． 
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表１ 各教科書における「情報」の定義 

科目 番

号 
索

引 
知らせ・

様子 判断材料 整理・意

味価値 

情報Ⅰ 

701 有 ○ ○  
702 有 ○ ○  
703 有  ○ ○ 
704 有  ○ ○ 
705 有 ○ ○  
706 有   ○ 
707 有    
708 有  ○  
709 有  ○  
710 無  ○  
711 有    
713 有   ○ 

情報Ⅱ 
701 有 ○ ○  
702 無    
703 無    

※「番号」は，教科書番号を示す． 
※「索引」は，索引における見出し語の有無を示す． 
 
また，定義が掲載されている教科書について

その定義の内容を確認した結果，「知らせ・様

子」への言及は 4 種，「判断材料」への言及は 9
種，「整理・意味価値」への言及は 4 種の教科書

で確認できた． 
 
４．考察 

4.1. 「情報」をいかに定義すべきか 
本調査では，「情報」の定義として「知ら

せ・様子」「判断材料」「整理・意味価値」の 3
種を見出した．一方で，そもそも「情報」をい

かに学術的に定義すべきかについては，さまざ

まな立場がある．情報理論の分野では古典的定

義として Shannon による定義(3)が頻繁に参照され

るが，情報技術の進展とともに「情報」の新た

な定義を試みる研究(4)もあり，近年では西垣によ

る定義(5)のような「古典的」ではない定義が参照

されることも少なくない．情報科の教科書にお

いては，専門的すぎる難解なレベルまで深入り

しないように留意しつつも，最新の研究動向を

踏まえた「情報」に対する多面的な視点を提供

することも必要なのではないかと考える． 
 
4.2. 「情報」の定義の必要性 
調査結果から，情報Ⅰにおいては一部の教科

書において「情報とは何か」という根本的定義

が明記されておらず，教科書においても「情

報」が既知の概念として定義を明確にしないま

ま用いられることがあるという現況が確認でき

た．情報Ⅱの教科書は 3 種中 1 種にのみ定義が掲

載されていたが，情報Ⅰ履修後に学ぶ発展的選

択科目として，この傾向に問題はないと考えら

れる．なお，本研究では「情報」の定義を明示

するか否かによって，それぞれの教科書の価値

を判断するものではない． 
しかしながら，情報科が扱う根源的な概念で

ある「情報」について，未定義のまま学び続け

ることが適切かについては疑問がある．前項で

指摘している通り，「情報」の学術的定義は情

報理論をはじめとするメジャーな定義はあるも

のの，一意に定まってはいない．「情報」の定

義を曖昧なままで学ぶことは，情報科での学習

内容が曖昧なものとして生徒に受け止められる

可能性を誘発する．情報教育を具体的な学びと

するためには，その土台となる「情報」の定義

についても目を向ける必要があると考える． 
 
５．まとめと今後の展望 

本研究では，2023 年度に高校で使用された情

報Ⅰおよび情報Ⅱの教科書全種を対象として，

「情報」がどのように定義されているのかを調

査した．情報Ⅰにおいては一部の教科書が「情

報とは何か」という根本的定義を明記しておら

ず，教科書においても「情報」が既知の概念と

して定義を明確にしないまま用いられることが

あるという現況が確認できた．情報科が情報教

育の本質を具現化するためにも，基本概念であ

る「情報」の定義に目を向けることは重要であ

ると考えられる． 
本研究では情報科の教科書調査を主としてお

り，「情報とは何か」という問いに対する学術

的な動向の把握は最小限にとどまっている．今

後は学術研究等における「情報」の定義をより

詳細に調査し，それらと情報科の学習の関わり

を検討していくことが必要である． 
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